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　1 年以上前から予告して参りましたように，平成 24 年度より学内グラントのシステムが変わります．丸木記念
特別賞枠と一般枠の2 種類で選考が行われるようになります（表 1）．特に一般枠は科研費振興策の一環として設
けられました．
　本学は前回の外部認証評価時に科研費の申請率の低さを指摘されておりますので，今回の受審にとっても必
要不可欠なシステムであります．また，このシステムが動き始めますと，グラントの執行開始を7 月に持ってく
ることができるようになります．
　表 2には教員数からみた文科省科研費申請件数の推移を示しています．10 年前には申請率は31％ありま
したが，現在は14 -15％にまで半減しています．しかし，採択率では健闘していますので，総採択額では微増傾
向にあります．図 1は資格別の応募件数です．助教が約 10％で最低ではありますが，実はグループの雰囲気作り

のカギとなる若手中堅（講師クラス）の17.8％という低さのほう
が深刻な問題なのかもしれません．表 3は助教の申請件数の内
訳です．例えばゲノムでは，6 人いる助教のうち申請しなかった
先生が一人いますが，そのかたはすでに科研費を持っています．
つまり実質 100％の申請率である，と読めます．表 4には国公立
私立を問わず単科系医科大学の採択額順位を示しています．本
学は23 位ですが，周辺を見回して頂きますと，もう少し頑張っ
ていけるのではなかろうか，と思うのは私だけでしょうか？
　科研費の振興策は学内グラントシステムの変更だけではなく，
利用しやすい共同利用施設の整備などとも密接な関連を持っ
ていると思われます．引き続き注意深い分析を行って改善策を
打ち出していきます．

表 2. 教員数からみた申請件数等の推移

表 1. 新学内グラント：平成24年度より
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表 3. 平成24年度　助教の申請件数の内訳

表 4. 平成23年度　単科系医科大学　採択額順位

図 1. 資格別応募件数．


